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山
形
中
央
高
校
『
躍
動
の
共
有
』

校
長
　
細
　
谷
　
尚
　
寿

　

僚
友
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
物
心

両
面
で
の
御
支
援
と
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
と
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

生
徒
と
教
職
員
の
活
躍
の
賜
物
で
あ
る
校
長

室
前
に
並
ぶ
数
々
の
優
勝
旗
は
、
山
形
中
央
高

校
が
躍
動
し
て
い
る
証
で
あ
り
、
県
下
で
一
番

活
気
溢
れ
る
学
校
と
し
て
堂
々
た
る
存
在
感
を

示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
も
学
習
・
探
究
活
動
・
部
活

動
・
学
校
行
事
・
学
校
祭
等
全
て
に
お
い
て
、

生
徒
・
職
員
が「
チ
ー
ム
山
形
中
央
」
で
取
り

組
み
、
大
き
な
成
果
を
収
め
た
一
年
と
な
り
ま

し
た
。

　

部
活
動
で
は
、
運
動
部
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
・
女
子
柔
道
・
男
子
弓
道
・
陸
上
競
技
・
水

泳
が
出
場
し
ま
し
た
。
陸
上
女
子
走
高
跳
で
八

位
入
賞
し
、
国
ス
ポ
で
も
三
位
に
入
賞
し
ま
し

た
。
更
に
ラ
グ
ビ
ー
部
も
全
国
選
抜
花
園
大
会

に
出
場
し
、
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
日

韓
中
ジ
ュ
ニ
ア
交
流
競
技
会
大
会
に
日
本
代
表

と
し
て
出
場
し
て
お
り
ま
す
。
冬
季
で
は
ス

ケ
ー
ト
部
が
、
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
お
い
て
、

男
子
チ
ー
ム
パ
シ
ュ
ー
ト
で
準
優
勝
、
ス
キ
ー

部
は
全
国
選
抜
大
会
で
大
回
転
八
位
入
賞
を
は

じ
め
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

文
化
部
で
は
、
全
国
総
合
文
化
祭
に
美
術

部
・
文
理
科
学
部
が
出
場
し
、
演
劇
部
（
ダ
ン

ス
班
）
は
、
全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選

手
権
大
会
東
北
大
会
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
男
女
混
成

ス
モ
ー
ル
部
門
で
優
勝
し
、
全
国
の
舞
台
に
出

場
し
ま
し
た
。
伝
統
を
誇
る
吹
奏
楽
部
は
今
回

も
東
北
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
を
受
賞
し
、

全
国
高
校
選
抜
大
会
で
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
賞
を
受

賞
、
美
術
部
に
お
い
て
は
、
県
総
合
美
術
展
洋

画
部
門
で
最
高
賞
と
な
る
県
展
賞
を
受
賞
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
県
総
合
文
化
祭
で
は
、

演
劇
部
が
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
文
理
科
学
部
の
山
寺
探
究
チ
ー

ム
は
全
国
高
校
デ
ザ
イ
ン
選
手
権
で
第

三
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
両
面
に
お
い
て
全
国
の
舞
台
、
そ

し
て
世
界
レ
ベ
ル
で
活
躍
し
て
お
り
ま

す
。

　

一
方
学
習
や
進
路
面
で
は
、
第
三
学

年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
一
体
感
」

が
功
を
奏
し
、
四
年
制
大
学
に
１
８
１

名
（
国
公
立
46
名
・
私
立
１
３
５
名
）、

短
期
大
学
に
４
名
、
看
護
・
医
療
系
を

含
む
専
門
学
校
等
に
30
名
が
進
学
し
、

県
警
、
山
形
県
警
等
の
公
務
員
や
民
間

企
業
に
14
名
が
就
職
し
ま
し
た
。
特
筆

す
べ
き
は
国
立
の
難
関
東
北
大
に
三
年

ぶ
り
に
合
格
者
を
輩
出
し
た
こ
と
で

す
。
さ
ら
に
本
校
の
教
育
実
践
が
全
国

学
校
体
育
研
究
優
良
校
を
受
賞
し
、
ま

た
「
子
供
の
読
書
活
動
優
秀
実
践
校
」

と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
す

る
な
ど
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
か
ら
本
県
入
試
制
度
改

革
に
お
い
て
、
特
色
入
試
選
抜
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
本
校
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
山
形
中
央
ら
し
く
男
女

共
学
の
理
念
を
大
切
に
し
、
校
訓
「
友

愛
・
自
由
・
平
等
・
団
結
」
を
心
の
支

え
と
し
な
が
ら
、「
地
域
と
、
世
界
に

挑
戦
で
き
る
学
校
」
と
し
て
文
武
両
道

に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
僚
友
同
窓
会
の
皆
様
か
ら
の
御
声
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

僚
友
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に
は
、
平

素
よ
り
母
校
の
発
展
に
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
母
校
は
歴
史
と
伝
統
を
重
ね
、

来
年
の
春
に
創
立
80
周
年
、
ス
ポ
ー

ツ
科
は
40
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

本
校
の
創
立
は
、
終
戦
後
の
混
乱

期
の
１
９
４
６
年
（
昭
和
21
年
）
に

国
策
『
青
年
学
校
令
』
の
基
、『
山

形
県
山
形
公
民
中
学
校
』
と
し
て
創

立
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
『
市
立
山
形

産
業
高
等
学
校
』
に
。
１
９
４
８
年

に
『
県
立
第
六
高
等
学
校
』
に
な
り

ま
し
た
。
１
９
５
０
年
に
『
山
形

県
立
山
形
中
央
高
等
学
校
』
に
変

更
。
８
年
後
の
１
９
５
８
年
（
昭
和

33
年
）
に
松
山
の
新
校
舎
が
で
き
ま

し
た
。
現
在
の
山
形
警
察
署
の
場
所

で
す
。
私
の
在
校
当
時
は
千
歳
山
が

す
ぐ
目
の
前
に
感
じ
ま
し
た
。
グ
ラ

ン
ド
は
、
現
在
も
ラ
グ
ビ
ー
場
・
弓

道
場
と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
27
年
後
の
１
９
８
５
年
（
昭
和
60

年
）
に
現
在
の
鉄
砲
町
に
新
築
移
転
、

翌
年
『
体
育
科
（
現
ス
ポ
ー
ツ
科
）』

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

変
遷
の
下
、
母
校
は
着
実
な
発
展
を

遂
げ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
こ
の
10
年
間
は
、
全
国
大
会

優
勝
の
弓
道
部
や
、
多
数
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
を
輩
出
す
る
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
分
野
の
み
な
ら
ず
、
文
科
系

に
も
全
国
大
会
に
出
場
す
る
部
が
続

出
、
文
武
両
道
の
高
い
成
果
を
出
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
生
徒
諸
君
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

来
春
の
創
立
80
周
年
に
向
け
て
実

行
委
員
会
で
は
様
々
な
記
念
事
業
を

行
い
ま
す
。
式
典
は
令
和
８
年
５
月

18
日
（
月
）
山
形
駅
西
『
や
ま
ぎ
ん

県
民
ホ
ー
ル
（
山
形
県
総
合
文
化
芸

術
館
）』
に
て
挙
行
。
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
『
青
山
学
院
大
学
陸
上
競
技
部

駅
伝
監
督
の
原
晋
氏
の
記
念
講
演

会
』
と
、
全
国
で
高
い
実
績
を
持
つ

『
本
校
吹
奏
楽
部
コ
ン
サ
ー
ト
』
を

行
い
ま
す
。
在
校
生
、
関
係
者
の
ほ

か
僚
友
同
窓
会
員
も
聴
講
で
き
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

記
念
事
業
は
、
同
窓
会
が
主
体
に

な
り
40
年
前
に
建
て
ら
れ
た
『
僚
友

会
館
内
の
合
宿
室
』
の
改
修
を
行
い

ま
す
。
特
に
畳
は
長
い
年
月
を
経
て

痛
み
が
激
し
く
、
近
年
は
合
宿
や
練

習
室
と
し
て
の
使
用
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
。
本
来
、
県
公
費
が
妥
当
で
す

が
、
県
の
財
政
状
況
は
厳
し
く
、
優

先
度
見
込
み
が
低
い
の
が
現
状
で
す
。

多
額
の
経
費
が
掛
か
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
の
生
徒
た
ち
の
活
躍
を
期
待

し
て
80
周
年
記
念
事
業
と
し
ま
し
た
。

母
校
の
後
輩
の
た
め
に
、
皆
さ
ま
の

ご
協
賛
を
募
り
ま
す
。

創
立
80
周
年
記
念
事
業
を
達
成
し
、

僚
友
同
窓
会
の
歴
史
が
永
く
繋
げ
て

い
け
る
よ
う
、
母
校
へ
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

チ
ー
ム
僚
友
！
一
丸
と
な
っ
て
山

形
中
央
高
校
を
支
え
ま
し
ょ
う
！

僚
友
同
窓
生
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
・

ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

母
校
の
創
立
80
周
年
を
前
に　

ご
協
力
を

会
長
　
長
　
田
　
栄
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友
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ボ
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イ
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友
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(

２
０
２
５
年
６
月
16
日
現
在
）

　令和７年８月１日 （2）　



　

令
和
６
年
度
総
会
は
、
９
月
21
日
土
曜

日
、
午
後
６
時
15
分
よ
り
山
形
国
際
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
入
場
者
数
は
約

90
名
と
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。
総
会
で

は
、
物
故
会
委
員
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

続
い
て
、
長
田
栄
一
同
窓
会
長
よ
り
挨
拶

を
い
た
だ
き
引
き
続
き
議
事
に
入
り
ま
し

た
。
第
一
号
議
案
「
令
和
五
年
度
事
業
報

告
」
は
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
二

号
議
案
「
令
和
５
年
度　

一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
決
算
報
告
と
監
査
報
告
」
は
伊

藤
豊
務
局
長
よ
り
上
程
さ
れ
、
鈴
木
弥
夫

幹
事
よ
り
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
第
三
号
議
案
「
山
形
中
央
高

校
僚
友
同
窓
会
役
員
（
案
）」、
第
四
号
議

案
「
令
和
６
年
度
事
業
計
画
」、
第
五
号

議
案
「
令
和
６
年
度　

一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
」
も
事
務
局
の
提
案
の
通
り
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
は
、
懇
親
会
の
乾
杯
に
合
わ
せ

卒
業
生
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
が
あ

り
、
会
場
は
一
気
に
賑
や
か
な
様
相
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
の
中
盤
で
は
、

「
秀
鳳
」「
金
渓
ワ
イ
ン
」
が
当
た
る
プ

レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
が
行
わ
れ
る
他
、
荒
井

幸
博
氏
（
28
回
卒
）
に
よ
る
ミ
ニ
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
も
あ
り
懇
親
会
は
一
気
に
祝
宴
と

な
り
ま
し
た
。

　

中
心
と
な
っ
て
運
営
に
当
た
っ
た
60
回

卒
業
、
47
回
卒
業
、
36
回
卒
業
の
当
番
学

年
の
皆
さ
ん
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
総
会
は
、
９
月
６
日
土
曜

日
、
午
後
六
時
か
ら
「
パ
レ
ス
グ
ラ
ン

デ
ー
ル
」
で
開
催
と
な
り
ま
す
。
チ
ケ
ッ

ト
制
と
な
っ
て
お
り
、
詳
細
は
会
報
誌
裏

面
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

来
年
に
は
、
創
立
80
周
年
を
迎
え
る
僚

友
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
会
員
多
数
の
参

加
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

•••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••
•••••••••••••••••••••••••••••••令和６年度総会報告令和６年度総会報告

　

故
郷
の
ま
た
全
国
の
僚
友
同
窓
会
の
皆
さ

ま
こ
ん
に
ち
は
。
第
10
代
東
京
同
窓
会
会
長

の
伊
藤
由
則
と
申
し
ま
す
。
私
は
昭
和
44
年

３
月
卒
業
の
21
期
生
の
74
歳
の
前
期
高
齢
者

で
す
。

　

９
代
会
長
の
澁
谷
健
治
様
は
同
期
生
で
す

が
、
２
月
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
３
代
会
長
の
寒
河
江
直
様
は
３
月
に
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
お
２
人
に
心
よ

り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ま
で

東
京
同
窓
会
へ
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
た
ち
東
京
同
窓
会
の
活
動
は
、
年
に
１

回
開
催
の
同
窓
会
総
会
を
中
心
に
、
そ
の
開

催
向
け
て
会
報
の
作
成
と
発
送
作
業
で
す
。

在
京
メ
ン
バ
ー
の
活
躍
す
る
お
姿
の
紹
介
や
、

故
郷
で
活
躍
さ
れ
て
る
方
々
そ
し
て
母
校
の

活
動
・
活
躍
の
記
事
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

総
会
に
は
、
例
年
、
僚
友
会
の
長
田
会
長

と
伊
藤
事
務
局
長
、
そ
し
て
そ
の
年
度
の
校

長
先
生
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
総
会
で
は
驚
き
ま
し
た
。
我
々
21

期
生
が
在
校
中
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
先
生

の
ご
子
息
や
お
孫
様
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

ご
子
息
と
い
う
の
は
細
谷
尚
寿
校
長
先
生

で
す
。
お
父
様
の
細
谷
先
生
に
は
体
育
を
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
孫
様
は
多
田

貞
春
先
生
で
す
。
お
祖
父
さ
ま
の
多
田
先
生

に
は
学
年
主
任
で
現
代
国
語
や
古
典
を
教
わ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ス
通
り
の
十
字
路
で
、

毎
日
交
通
整
理
を
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
懐

か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
始
ま
り
ま
し
た
。
総
会

に
向
け
て
在
京
メ
ン
バ
ー
が
ん
ば
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
末
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
ウ
イ
ン

タ
ー
カ
ッ
プ
、
年
始
の
春
高
バ
レ
ー
、
そ
し

て
夏
の
甲
子
園
応
援
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。 山

形
中
央
高
等
学
校
東
京
同
窓
会
と
は
…
…

山
形
中
央
高
等
学
校
東
京
同
窓
会
と
は
…
…

２０２5年　今年もやります！
東京同窓会懇親会のご案内

日　時：令和７年１１月１5日（土）１４：００～１７：００
　　　　　　　　　　　　　　　（受付１３：３０～）
会　場：アルカディア市ヶ谷私学会館
　　　　（ＪＲ市ヶ谷駅から徒歩２分）
　　　　有楽町線・南北線市ヶ谷駅（Ａ１－１）出口から徒歩２分
　　　　新宿線市ヶ谷駅（Ａ１－１・Ａ４）出口から徒歩２分
会　費：10，０００円

全員集合！お申し込みはこちらからどうぞ！➡
� （ＨＰ内、メールでお願いします）　　　　　　
または、yamagataCHTD@gmail.com まで

令和７年８月１日　　（3）



【
巻
頭
企
画
】

高
校
時
代
が
結
実
し
た

�

ラ
グ
ビ
ー
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

�

「
国
境
を
越
え
た
ス
ク
ラ
ム
」

　

ラ
グ
ビ
ー
と
読
書
。

　

高
校
時
代
に
何
を
し
た
か
。

　

そ
ん
な
問
い
に
対
し
、
ぼ
く
は
そ
の
２

つ
を
挙
げ
る
。
い
や
、
ぼ
く
の
高
校
生
活

は
ラ
グ
ビ
ー
と
読
書
だ
け
だ
っ
た
と
言
っ

て
も
い
い
。
授
業
中
は
放
課
後
の
部
活
に

備
え
て
寝
て
い
る
か
、
本
を
読
む
か
。
授

業
中
、
先
生
た
ち
に
、
一
体
何
冊
の
本
を

取
り
上
げ
ら
れ
た
か
。
し
ま
い
に
は
、
担

任
に
母
親
を
呼
ば
れ
た
。

「
本
を
読
む
な
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
時

と
場
所
を
わ
き
ま
え
ま
し
ょ
う
」

　

担
任
は
、
そ
う
言
う
と
没
収
し
た
段

ボ
ー
ル
一
箱
分
の
本
を
返
し
て
く
れ
た
。

開
高
健
に
司
馬
遼
太
郎
、
沢
木
耕
太
郎
、

沢
田
教
一
、
藤
沢
周
平
、
太
宰
治
、
村
上

龍
、
芦
原
す
な
お
…
…
。
段
ボ
ー
ル
箱
に

詰
め
込
ま
れ
た
の
は
、
ジ
ャ
ン
ル
を
ま
た

い
だ
統
一
性
が
な
い
本
だ
っ
た
。

　
山 

川
　
　
徹
　
第
48
回
卒
業

　

本
に
か
か
わ
る
仕
事
が
し
た
い
。
思
え

ば
、
そ
ん
な
将
来
を
描
い
た
の
は
、
高
校

時
代
だ
っ
た
。

　

読
書
以
上
に
、
ハ
マ
っ
た
の
が
、
ラ
グ

ビ
ー
だ
。
毎
日
泥
だ
ら
け
、
傷
だ
ら
け
に

な
っ
て
練
習
し
た
。
大
学
へ
は
ス
ポ
ー
ツ

推
薦
以
外
に
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

　

東
北
学
院
大
学
に
入
学
し
た
が
、
挫
折

し
、
大
好
き
だ
っ
た
ラ
グ
ビ
ー
を
嫌
い
に

な
り
か
け
た
。
ス
ポ
ー
ツ
も
勉
強
も
中
途

半
端
な
学
生
が
、
出
版
社
に
就
職
で
き
る

わ
け
が
な
い
。
１
年
間
の
海
外
放
浪
を
経

て
、
上
京
し
、
國
學
院
大
學
の
夜
間
部
に

入
り
直
し
た
。

　

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
歩
み
は
じ
め

た
ぼ
く
は
、
高
校
時
代
に
打
ち
込
ん
だ
ラ

グ
ビ
ー
と
も
う
一
度
、
向
き
合
い
た
か
っ

た
。
高
校
時
代
の
恩
師
、
ラ
イ
バ
ル
校
の

指
導
者
や
外
国
人
選
手
、
大
学
時
代
の

チ
ー
ム
メ
イ
ト
、
憧
れ
だ
っ
た
日
本
代
表

選
手
ら
を
訪
ね
歩
い
た
。

　

２
０
１
９
年
Ｗ
杯
日
本
大
会
。
も
っ
と

も
ラ
グ
ビ
ー
熱
が
高
ま
っ
た
年
に
上
梓
し

た
『
国
境
を
越
え
た
ス
ク
ラ
ム　

ラ
グ

ビ
ー
日
本
代
表
に
な
っ
た
外
国
人
選
手
た

ち
』
は
、
た
く
さ
ん
の
読
者
を
え
て
、
第

30
回
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
タ
ー
賞
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　

本
と
ラ
グ
ビ
ー
。

　

高
校
時
代
が
報
わ
れ
た
気
が
し
た
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
、
も
う
す
ぐ
30
年
が

経
つ
。
あ
の
頃
に
読
ん
だ
本
を
、
松
波
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
楕
円
を
追
っ
た
日
々
を
、
い

ま
も
、
あ
り
あ
り
と
思
い
出
せ
る
。
30
年

前
の
日
常
が
、
い
ま
の
自
分
を
形
作
っ
て

い
る
、
と
感
じ
て
い
る
。

１
９
７
７
年
上
山
市
生
ま
れ
。
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
。
山

形
中
央
高
校
、
東
北
学
院
大
学
、

國
學
院
大
學
卒
。

主
な
著
書
に
『
鯨
鯢
の
鰓
に
か
く

　

商
業
捕
鯨
再
起
へ
の
航
跡
』

『
最
期
の
声　

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

災
害
関
連
死
』『
カ
ル
ピ
ス
を
つ

く
っ
た
男　

三
島
海
雲
』
な
ど
。

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で

「
令
和
の
上
京
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
連
載
中
。

「
令
和
の
上
京
」
を
経
験
し
た
方

は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

reiw
a-jokyo

＠
president.co.jp

Profile

2011年３月　宮城県気仙沼市　東日本大震災の被災地を取材中

2022年10月　約２カ月にわたって取材した捕鯨船にて

あ
の
人
に
聞
き
た
い
！

高
校
時
代
か
ら
今
日
ま
で
、
今
も
忘
れ
な
い
あ
の
瞬
間
！

　令和７年８月１日 （4）　



認
知
症
ケ
ア
最
後
の
切
り
札
と
の
出
会
い

　

大
好
き
な
母
校
を
卒
業
し
て
早
四
十
年

以
上
が
経
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
卒
業

後
は
看
護
師
に
な
り
大
学
病
院
に
勤
務
し

病
棟
で
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。（
白
い

巨
塔
の
世
界
ま
で
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。）

あ
る
日
、
看
護
雑
誌
を
読
ん
で
い
た
時
の

事
で
し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
特
集
「
認
知

症
ケ
ア
最
後
の
切
り
札
」
と
言
う
タ
イ
ト

ル
を
目
に
し
た
の
で
す
。
認
知
症
が
ま
だ

痴
呆
症
と
言
わ
れ
て
い
た
時
代
で
し
た
し

と
て
も
興
味
深
く
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
憧

れ
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
長
男
が

小
さ
か
っ
た
の
で
周
り
の
方
か
ら
の
協
力

を
頂
き
、
つ
い
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
学
ぶ

事
が
で
き
た
の
で
す
。
特
に
「
シ
ル
ヴ
ィ

ア
ホ
ー
ム
」
で
の
研
修
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
郊
外
に
あ
る
広
い
芝
生
と
美
し
い
花
壇

に
囲
ま
れ
て
い
る
白
い
家
、
大
き
な
窓
か

ら
光
が
降
り
注
ぐ
中
ス
タ
ッ
フ
と
利
用

者
が
生
活
し
て
い
ま
し
た
。「
認
知
症
で

あ
っ
て
も
そ
の
方
に
こ
れ
ま
で
通
り
の
質

の
高
い
尊
厳
の
守
ら
れ
た
生
活
を
提
供
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
言
う
コ
ン
セ
プ

ト
で
、
認
知
症
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。
中
で
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
タ
ッ

チ
ン
グ
ケ
ア
に
興
味
を
覚
え
ま
し
た
。
そ

れ
は
「
相
手
を
包
み
込
む
よ
う
に
や
さ
し

く
触
れ
る
事
」
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
日
本
で
資
格
を
取
り
、
セ
ラ
ピ
ス

ト
と
し
て
現
在
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
効

果
と
し
て
は
癌
の
終
末
期
の
痛
み
の
緩
和
、

認
知
症
の
方
の
周
辺
症
状
の
緩
和
な
ど
で
、

そ
ん
な
場
面
に
出
会
う
た
び
に
感
動
を
頂

い
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
横
浜
市
中
区
で
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
営
し
な
が
ら
、
看
護
師

と
し
て
在
宅
医
療
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま

す
。
外
国
人
の
方
も
多
く
、
日
々
変
化
の

あ
る
毎
日
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
在
宅
で

も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
タ
ッ
チ
ン
グ
ケ
ア
に

高
い
評
価
を
頂
い
て
い
ま
す
。
会
社
と
し

て
地
域
の
華
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
画
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
の
医
療
連
係
、
ま
た
、

誰
も
取
り
残
さ
な
い
と
言
う
方
針
で
ケ
ア

チ
ー
ム
と
の
連
携
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
私
た
ち
が
も
し
認
知
症
に
な
っ

て
も
尊
厳
あ
る
人
間
ら
し
い
生
活
を
送
る

事
が
で
き
る
日
本
で
あ
り
、
山
形
で
あ
る

スウェーデンにて

昭
和
36
年
山
形
市
生
ま
れ

山
形
市
立
鈴
川
小
学
校
卒

山
形
市
立
第
四
中
学
校
卒

Profile

　
安
西
　
光
子
　
第
32
回
卒
業

シルヴィアホーム

タッチケアの様子

事
を
心
か
ら
願
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

私
の
豊
か
な
人
生
の
根
底
に
は
母
校
へ
入

学
し
、
多
く
の
先
生
、
仲
間
に
出
会
い
学

び
、
数
え
き
れ
な
い
程
の
教
え
を
頂
け
た

か
ら
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
末
筆
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

スウェーデンで留学生仲間と

令和７年８月１日　　（5）



人
と
人
を
つ
な
ぐ
仕
事

　

『
人
は
宝
や
』

　

こ
の
言
葉
は
京
都
で
の
修
行
時
代
大
将

が
よ
く
言
っ
て
い
た
こ
と
で
今
、
自
分
が

何
を
す
る
う
え
で
も
心
に
と
め
て
い
る
こ

と
で
す
。
人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
ま
せ

ん
。
思
え
ば
、
自
分
自
身
い
ろ
ん
な
人
に

助
け
ら
れ
て
今
が
あ
り
ま
す
。

経
緯

　

実
家
が
料
理
屋
で
幼
い
頃
か
ら
い
ろ
ん

な
人
に
囲
ま
れ

て
生
活
し
て
い

る
の
が
普
通
で

し
た
。
祖
母

や
、
店
の
従
業

員
さ
ん
、
近
所

の
方
々
、
時
に

は
お
客
さ
ん
に

も
。
そ
の
お
か

げ
な
の
か
、
自

然
と
社
交
的
に

な
り
人
と
一
緒

に
い
た
り
話
し

た
り
す
る
の
が

好
き
に
な
り
ま

し
た
。
中
学
校

一
年
の
時
二
つ

上
の
兄
が
工
業
系

の
高
校
に
進
学
し

た
の
を
き
っ
か
け

に
自
ら
の
進
路
も

考
え
は
じ
め
生
ま

れ
育
だ
っ
た
店
を

残
し
て
い
き
た
い

と
思
い
料
理
人
に

な
る
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。
高
校
時

代
は
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
の
み
ん
な
と

過
ご
し
た
日
々
が

印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
毎
日
厳
し

い
練
習
、
毎
週
末

県
外
へ
遠
征
と
過

酷
な
日
々
で
し
た

が
そ
の
中
で
共
に

過
ご
し
た
仲
間
た

ち
は
一
生
の
宝
物
で
す
。

　

卒
業
後
は
大
阪
の
専
門
学
校
に
進
学
し
、

京
都
の
料
理
屋
さ
ん
で
３
年
ほ
ど
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
和
食
の
道
よ
く
厳
し
い

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
朝
早
く
か
ら
深
夜
ま

で
働
き
、
週
一
の
定
休
日
も
店
で
仕
込
み

を
し
て
い
ま
し
た
そ
れ
だ
け
で
な
く
２
年

目
に
は
仕
事
に
行
く
前
四
時
半
頃
に
起
き

て
市
場
の
魚
屋
さ
ん
に
行
き
毎
日
怒
ら
れ

な
が
ら
魚
の
お
ろ
し
方
を
勉
強
し
に
行
っ

て
ま
し
た
。
体
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
し
た
が
、

た
だ
た
だ
一
生
懸
命
で
し
た
。
関
西
の
人

は
思
っ
て
い
る
こ
と
は
大
体
、
ス
ト
レ
ー

ト
に
言
い
ま
す
。
そ
れ
が
自
分
に
と
っ
て

新
鮮
で
、
つ
ら
い
と
き
の
心
の
支
え
に

な
っ
た
こ
と
も
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
人
た
ち
の
お
蔭
で
今
の
自
分
が
あ
り

ま
す
。
本
当
に
い
い
人
に
恵
ま
れ
た
と
思

い
ま
す
。
今
で
も
京
都
か
ら
食
材
を
送
っ

て
も
ら
っ
た
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
教

え
て
も
ら
っ
た
り
と
そ
う
い
う
存
在
が
い

る
こ
と
は
心
強
い
で
す
。

現
在

　

山
形
に
戻
っ
て
５
年
目
に
な
り
ま
し
た

こ
の
寄
稿
の
話
を
い
た
だ
い
た
時
に
（
料

理
人
と
い
う
仕
事
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
）
と

ふ
と
思
い
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
仕
事
の

本
質
は『
人
と
人
を
つ
な
げ
る
こ
と
』で
あ

り
料
理
屋
は
そ
の
つ
な
が
り
を
新
た
に
発

見
し
た
り
深
め
た
り
す
る
場
と
し
て
存
在

意
義
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
（
山
形
と

い
う
土
地
で
は
特
に
そ
う
思
い
ま
す
）
も

と
も
と
使
命
感
で
選
ん
だ
道
で
し
た
が
子

供
の
頃
か
ら
人
づ
き
あ
い
が
好
き
な
自
分

に
と
っ
て
は
良
い
選
択
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。『
立
場
が
変
わ
れ
ば
見
え
方
が
変
わ

る
』
高
校
時
代
先
生
に
言
わ
れ
た
こ
と
で

す
。
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
明
治
維

新
の
時
日
本
が
近
代
化
で
き
た
の
は
、
外

の
国
を
観
察
し
、
現
状
認
識
が
き
ち
ん
と

な
さ
れ
危
機
感
を
持
っ
た
者
が
命
を
懸
け

て
立
ち
上
が
っ
た
か
ら
で
す
。
大
阪
で
新

た
な
仲
間
人
や
文
化
に
触
れ
、
京
都
で
は

尊
敬
す
る
師
匠
の
元
、
近
代
的
な
厨
房
で

レ
ベ
ル
の
高
い
料
理
を
肌
で
感
じ
た
経
験

を
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
は
言
わ
ず
も

が
な
実
家
に
帰
っ
た
時
、
危
機
感
を
感
じ

さ
せ
ま
し
た
。
も
と
も
と
予
定
し
て
い
た

改
築
計
画
と
偶
然
重
な
り
厨
房
の
改
築
の

際
、
新
た
な
機
械
の
導
入
を
行
い
近
代
化

へ
の
布
石
を
打
ち
ま
し
た
。

　

勝
負
は
こ
れ
か
ら
や
る
べ
き
こ
と
は
山

積
み
で
す
。

展
望

　

現
在
過
渡
期
に
あ
り
多
様
化
が
進
む
現

代
に
お
い
て
外
部
リ
ソ
ー
ス
（
も
の
、
こ

と
、
人
材
）
を
ど
れ
だ
け
活
用
で
き
る
か

が
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
外
部

に
目
を
向
け
常
に
現
在
認
識
を
し
な
が
ら

仕
事
の
本
質
を
忘
れ
ず
に
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
ま
た
昨
年
商
工
会
議
所

の
青
年
部
に
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
先
輩
方
の
熱
い
思
い
に
触
れ
、
自
分

も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
地
域
社
会
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

後
進
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

若
さ
は
最
強
の
武
器
で
す
。
中
央
高
校

の
賢
い
皆
さ
ん
は
や
る
べ
き
こ
と
は
分

か
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
一
歩
踏
み
出
し
、

共
に
明
る
い
次
世
代
を
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
庄 

司
　
　
諒
　
第
69
回
卒
業

勤
務
先
・
は
ま
な
す
（
花
小
路
）

山
形
市
立
第
四
小
学
校

山
形
市
立
第
五
中
学
校

山
形
県
立
山
形
中
央
高
校

辻
調
理
師
専
門
学
校

山
形
商
工
会
議
所
青
年
部

茶
道
裏
千
家

Profile
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日時：令和８年５月18日㈪ 13時
会場：山形県総合文化芸術館
　　　　　　　　〈やまぎん県民ホール〉

僚友会館内の合宿所の改修
《4大部屋畳の交換他》

★同封の同窓会維持会費〒振込用紙からお願いします。（5,000円）　
★大口金額ご協賛の場合は、下記の口座にお願いします。

＊協賛金は、学校事務室でも直接承ります

口座名：山形県立山形中央高校僚友同窓会
　　　山形銀行　寿町支店　46582
　　　郵便振替口座　02220-8-80924
　　　

＊後に入場券を送付します

銀行振り込みの方は、お手数でも後に
連絡先又は卒業年をお知らせください。
本校事務室：Tel023-641-7311
                 fax023-641-7313

【維持会費納入の方は、記念イベントを聴講できます】

　41年前に建てられた僚友会館内の合宿室は、痛
みが激しく、近年、合宿や練習室としては使用でき
ない状態にあります。
　本来、公費負担と思われますが、本事業の公費
優先度から叶う見込みは著しく低く、生徒たちのさ
らなる活躍を期待して80周年事業として改修を行う
ことにしました。
　同窓生みな様のご協賛をお願いいたします。

母校の後輩のためにご協賛金を募ります

記念式典

記念事業

第1部・令和6年度東北大会金賞受賞
　　　　《吹奏楽部コンサート》
第2部・青山学院大学駅伝競走部監督
　　　　《原 晋 氏による記念講演》

記念イベント

山形県立山形中央高校
創立80周年記念事業のご案内

原晋氏の経歴
　青山学院大学駅伝競走部監督の原晋（はら
すすむ）氏は、1967年3月8日生まれの広島県出身
の人物です。中京大学を経て、中国電力で競技生
活を送った後、2004年に青山学院大学陸上競技部
監督に就任しました。就任後、チームを箱根駅伝で
総合優勝に導き、2015年、2016年には2年連続総合
優勝、2018年には史上6校目となる箱根駅伝4連覇
を達成しました。現在は、青山学院大学地球社会共
生学部の教授も兼任しています。

歴史を重ねて

 80周年！
僚友同窓会がバック

アップ！

令和７年８月１日　　（7）



１．令和６年度（令和７年３月）卒業生進路状況
大　　　学 短 期 大 学 専門学校等 就　　　職 他

合計
（卒業者数）国公立 私立 計 国公立 私立 計 看　護

医療系
その他
専　門 大学校等 計 民間 公務員 計 予備校 その他

普
通
科

男子 30 55 85 0 0 0 1 4 4 9 0 1 1 2 1 98
女子 14 30 44 2 1 3 4 8 1 13 2 0 2 0 0 62
計 44 85 129 2 1 3 5 12 5 22 2 1 3 2 1 160

体
育
科

男子 0 40 40 0 1 1 1 4 1 6 4 0 4 0 0 51
女子 2 10 12 0 0 0 1 1 0 2 4 3 7 0 1 22
計 2 50 52 0 1 1 2 5 1 8 8 3 11 0 1 73

学　

年

男子 30 95 125 0 1 1 2 8 5 15 4 1 5 2 1 149
女子 16 40 56 2 1 3 5 9 1 15 6 3 9 0 1 84
計 46 135 181 2 2 4 7 17 6 30 10 4 14 2 2 233
％ 19.7 57.9 77.7 0.9 0.9 1.7 3.0 7.3 2.6 12.9 4.3 1.7 6.0 0.9 0.9 100 

■参　　考� ＊平成２９年度までは普通科５クラス、平成３０年から普通科４クラス

令和５年度 44 129 173 3 3 6 14 21 1 36 8 6 14 3 2 234
令和４年度 44 126 170 5 6 11 17 15 3 35 7 7 14 1 1 232
令和３年度 38 116 154 7 8 15 15 24 4 43 5 8 13 6 0 231
令和２年度 43 111 154 9 10 19 21 19 3 43 8 8 16 8 2 242

２．過年度との比較
〇大学合格者数推移� ＊平成２９年度までは普通科５クラス、平成３０年から普通科４クラス

卒業年度 Ｈ24 25 26 27 28 29 30 R １ ２ ３ ４ ５ ６
国 公 立 大 学 43 73 57 24 54 66 48 54 45 41 47 46 47
私 立 大 学 254 260 263 232 200 253 209 192 209 251 273 240 270

〇県内大学の合格者数推移
卒業年度 Ｈ24 25 26 27 28 29 30 R １ ２ ３ ４ ５ ６

山 形 大 学 16 34 26 8 30 22 15 21 21 14 20 18 21
県立保健医療大学 5 3 4 3 2 6 4 1 2 2 1 2 0
県立米沢栄養大学 0 0 0 1 1 2 1 2 3 2 3 1
東北芸術工科大学 12 17 5 17 7 2 7 2 1 6 9 7 2
東北公益文科大学 5 6 8 8 5 5 9 13 9 2 16 6 15
東 北 文 教 大 学 9 12 9 6 7 10 8 15 3 3 5 9 4

３．国公立大学等合格者・進学者数
国立大学

大　　学 学　　部 学　　科 合格

北 見 工 大
工 地 域 未 来 デ ザ 2

理 工 理 工 ／ 社 会 基 1
東 北 大 経 済 経 済 1

山 形 大

人 文 社 会
人 文 ／ 人 間 文 1
人 文 ／ 法 政 経 2

地 域 教 育
地 域 ／ 児 童 教 2
地 域 ／ 文 化 創 3

理 理 4

工

機 械 シ ス 工 2
高 分 子・ 有 機 1
化 学 ／ バ イ オ 1
情 報 ／ 情 報 知 1
情 報 ／ 電 気 電 1

農 食 料 生 命 環 境 2
社 会 共 創 1

福 島 大 人 文 社 会
行 政 政 策 学 類 5
経 済 経 営 学 類 1

公立大学
大　　学 学　　部 学　　科 合格

青 森 公 立 大 経 営 経 済 経 済 1
地 域 み ら い 1

宮 城 大 看 護 1
山形県米沢栄大 健 康 栄 養 健 康 栄 養 1
前 橋 工 科 大 工 建 築 都 市 環 境 1

横 浜 市 立 大
国 際 教 養 1

文 国 文 1
都 留 文 科 大 教 養 比 較 文 化 1

大　　学 学　　部 学　　科 合格
茨 城 大 人 文 社 会 現 代 社 会 1
筑 波 大 体 育 1
宇 都 宮 大 地 域 デ ザ 社 会 基 盤 デ ザ 1

群 馬 大
デ ー タ サ イ デ ー タ サ イ エ 2
情 報 情 報 1

新 潟 大
経 済 科 学 総 合 経 済 1

工 工 1

　令和７年８月１日 （8）　



第77回 卒業生入会式
　

令
和
６
年
度
３
月
卒
業
生
の
入
会

式
が
、
２
月
28
日
（
金
）
午
前
９
時

20
分
よ
り
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
次
第
は
次
の
通
り
で
す
。

　

１
、
開
会
の
あ
い
さ
つ

　

２
、
会
長
あ
い
さ
つ

　

３
、
校
長
祝
辞

　

４
、
委
嘱
状
交
付

�

４
組　

奥
山　
　

潤

　

５
、
新
会
員
入
会
の
こ
と
ば

�

３
組　

平
山
瑚
々
奈

　

６
、
記
念
品
贈
呈

�

５
組　

清
藤　
　

護

　

７
、
閉
会
の
あ
い
さ
つ

　

幹
事
（
普
通
科
２
名
・
体
育
科
１

名
）
は
齋
藤
理
歩
、
奥
山
潤
、
清
藤

護
の
３
名
で
す
。

　

評
議
員
（
ク
ラ
ス
２
名
）
は

１
組　

五
十
嵐
悠
太
、
齋
藤　

里
穂

２
組　

武
田　

佳
佑
、
渡
邊　

眞
衣

３
組　

原
田　

泰
駕
、
佐
藤
生
芙
姫

４
組　

奥
山　
　

潤
、
田
宮　

唯
央

５
組　

清
藤　
　

護
、
島
扇　

海
生

６
組　

佐
藤　

雄
大
、
永
井　

瑠
華

で
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令令和和６６年年度度収収支支予予算算書書（（案案））

収収入入のの部部
５年度決算額 ６年度予算額 増　　減

1 繰 越 金 22,,339911,,555599 22,,448866,,114477 94,588

2 入 会 金 33,,448800,,000000 33,,551100,,000000 30,000 15,000円×234名

3 維 持 会 費 11,,000088,,333344 990000,,000000 △ 108,334 会員振込

4 総 会 費 888833,,000000 11,,000000,,000000 117,000 総会チケット、広告料

5 繰 入 金 0

6 雑 収 入 5500,,001166 5500,,000000 △ 16

計計 7,812,909      77,,994466,,114477 133,238

支支出出のの部部
５年度決算額 ６年度予算額 増　　減

1 事 業 費 469,814        880000,,000000              330,186 各種事業費

2 運 営 費 2,143,163      22,,220000,,000000          

3 振 興 費 850,000        885500,,000000              0 体育文化振興会費（学校へ）

4 部 活 動 激 励 金 500,000        550000,,000000              0 部活動激励金（学校へ）

5 総 会 費 815,300        11,,000000,,000000          184,700

6 広 告 費 60,500          6600,,000000                  △ 500 事業広告

7 事 務 局 費 13,200          220000,,000000              186,800

8 通 信 費 61,785          110000,,000000              38,215 光通信料、郵送代

9 会 議 費 -                 --                                0

10 負 担 金 -                 --                                0

11 慶 弔 費 39,000          5500,,000000                  11,000 お餞別等

12 事 務 補 助 員 費 334,000        332299,,220000              △ 4,800 事務補助員給与一部負担

13 委 員 会 運 営 費 -                 6600,,000000                  60,000

14 繰 出 金 -                 --                                

15 予 備 費 40,000          4400,,000000                  0

5,286,762      66,,118899,,220000          902,438

11,,775566,,994477          1,756,947

5,286,762      77,,994466,,114477          2,659,385

『僚友』印刷・送付料 

小小 計計

次次 期期 繰繰 越越 金金

合合 計計

山形県立山形中央高等学校僚友同窓会

（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

項　 　目 備　　　考

預金利子、ＣＤ売上、会報誌広告

項　 　目 備　　　考

収収入入のの部部

５年度予算額 ５５年年度度決決算算額額 増　　減

1 繰 越 金 22,,228866,,991111 22,,339911,,555599 0

2 入 会 金 33,,552255,,000000 33,,448800,,000000 △ 45,000 15,000円×232名

3 維 持 会 費 990000,,000000 11,,000088,,333344 108,334 振替手数料引き去り後の金額

4 総 会 費 990000,,000000 888833,,000000 △ 17,000 総会チケット代金、広告収入

5 繰 入 金 0

6 雑 収 入 7700,,000000 5500,,001166 △ 19,984

計 7,681,911 7,812,909 26,350

支支出出のの部部

５年度予算額 ５５年年度度決決算算額額 増　　減

1 事 業 費 880000,,000000                      446699,,881144                          △ 330,186 各種事業費

2 運 営 費 22,,220000,,000000                  22,,114433,,116633                    △ 56,837

3 振 興 費 885500,,000000                      885500,,000000                          0 体育文化振興会費（学校へ）

4 部 活 動 激 励 金 550000,,000000                      550000,,000000                          0 部活動激励金（学校へ）

5 総 会 費 11,,000000,,000000                  881155,,330000                          △ 184,700

6 広 告 費 6600,,000000                          6600,,550000                            500 事業広告（各種大会 新聞広告）

7 事 務 局 費 220000,,000000                      1133,,220000                            △ 186,800

8 通 信 費 110000,,000000                      6611,,778855                            △ 38,215 光通信料、郵送代

9 会 議 費 --                                        --                                          0

10 負 担 金 --                                        --                                          0

11 慶 弔 費 5500,,000000                          3399,,000000                            △ 11,000 餞別13名

12 事 務 補 助 員 費 332299,,220000                      333344,,000000                          4,800 事務補助員給与一部負担

13 委 員 会 運 営 費 6600,,000000                          --                                          △ 60,000

14 操 出 金 －－ --                                          

15 予 備 費 4400,,000000                          4400,,000000                            0

66,,118899,,220000                  55,,332266,,776622                    △ 862,438

11,,449922,,771111                  

77,,668811,,991111                  55,,332266,,776622                    △ 2,355,149

総総収収入入額額 総総支支出出額額 繰繰越越額額

77,,881122,,990099              － 55,,332266,,776622              = 22,,448866,,114477                      

山形銀行寿町支店普通預金46582

ゆうちょ銀行858店－普通0896181

預金利子・会報誌広告

山形県立山形中央高等学校僚友同窓会

令令和和５５年年度度収収支支決決算算書書　　（（案案））
（令和５年４月１日～令和６年３月３１日）

項　 　目 備　　　考

合合 計計

項　 　目 備　　　考

『僚友』印刷・送付料 R5 8月発行

小小 計計

次次 期期 繰繰 越越 金金 山銀寿町支店普通預金、ゆうちょ銀行858店普通

【会計報告】

　第77回全国高校選手権（ソフトバンク　ウインター
カップ2024、朝日新聞社など特別協力）山形中央は１回
戦、明豊（大分）に85‒50で勝利して２回戦進出を決め
た。宮林美優選手（３年）が両チーム最多の20得点の活
躍。山口歩奈美選手（３年）が攻守で12リバウンドなど安定した戦いを見せた。翌日の２回戦が24日、東
京都渋谷区の東京体育館であり、女子の県代表の山形中央は京都精華学園（京都）に59‒101で敗れた。米
村藍（３年）がチーム最多の20得点を挙げるなどチームを牽引したが、優勝した京都精華学園相手に攻め
続けたが、及ばなかった。

女子バスケットボール部女子バスケットボール部
令和６年度令和６年度

部活動の部活動の
活躍活躍

第104回全国高校ラグビー大会は日、東大阪市花園ラグビー場で１回戦があった。山形中央は
17‒21で東海大静岡翔洋（静岡）に敗れ、４大会ぶりの初戦突破とはならなかった。山形中央
は開始早々に先制点を取ったが、前半を７‒14折り返し、後半はキックを得点源にゲームを展
開したが悔しい敗戦となった。

ラグビー部ラグビー部

令和７年８月１日　　（9）



第
４
回

岡
崎　

順
昭

第
６
回

三
沢　

幸
雄

第
７
回

阿
部　

勇
蔵

第
９
回

海
谷　
　

啓

寒
河
江　

直

第
10
回

仲
鉢　

ミ
チ

斉
藤
勝
四
郎

相
馬　

俊
明

堀
川
つ
ね
子

阿
部　

利
男

第
11
回

田
中
　
信
嘉

斉
藤　

茂
子

大
瀧
ツ
ネ
ヨ

第
12
回

佐
藤　

敏
昭

清
野　

秀
雄

丹
羽　

裕
子

枝
松　

兌
怡

第
13
回

新
舘　

玲
子

武
田　

徳
勝

濱
坂　

邦
明

平
吹　

和
之

松
田　

駒
蔵

�

（
勝
彦
）

第
14
回

佐
藤　

公
子

大
場　

恵
子

石
澤　

喜
代

大
宮　

則
子

第
15
回

長
沢
　
康
子

森
谷
　
隆
士

長
嶋
美
代
子

山
川　

長
生

岡
部　

哲
朗

第
16
回

鈴
木　

國
廣

第
17
回

藤
田　
　

清

柳
谷　

リ
ツ

井
上　

一
郎

高
梨
加
代
子

仲
島
　
　
勲

鈴
木
　
忠
志

第
18
回

安
達　

良
子

村
上　

隆
子

佐
藤　

正
興

第
19
回

宇
井　

文
夫

斎
藤　
　

徹

田
中　
　

悟

岡
田　

桂
司

新
宮　

政
利

第
20
回

鈴
木　

孝
雄

松
田　

訓
旺

浅
野　
　

孝

斎
藤　

啓
一

矢
萩
久
美
子

小
笠
原
正
道

第
21
回

武
田　

荘
一

峯
田　

正
雄

結
城　

和
男

中
村　

一
良

青
柳　

初
夫

武
田　

市
則

小
林　

久
夫

小
関　

昭
一

第
22
回

鬼
澤　

祥
子

岡
野　

比
子

第
23
回

佐
藤　

純
子

鈴
木　

康
弘

佐
藤
由
美
子

菱
沼　
　

敏

山
内　

定
義

佐
藤　

正
子

太
田　

久
子

長
田　

栄
一

長
田
真
佐
子

第
24
回

矢
部
美
智
子

佐
藤　

幸
二

宮
林　

伸
一

中
村　

一
子

柿
﨑　

千
惠

菅
井　
　

隆

松
木　

俊
和

西
村　
　

清

小
野　
　

仁

第
25
回

漆
山
　
信
男

澤
渡　

好
子

片
山　

一
男

武
田
啓
一
郎

東
海
林
孝
博

第
26
回

結
城
美
津
子

第
27
回

鈴
木
　
　
彰

三
品
　
　
誠

武
田
　
佳
彦

布
川
　
昌
広

山
路
知
嘉
子

熊
谷　

賢
昭

志
斎　

清
志

逸
見　

正
光

酒
井　

富
一

伊
坂　

絹
江

第
28
回

深
瀬
　
喜
良

安
田
　
幸
子

峯
田
　
幸
悦

上
田　

好
一

吉
田　
　

誠

第
29
回

鈴
木
　
弥
夫

相
馬
　
敬
子

岡
口
　
郁
子

石
山　

昌
之

後
藤　

康
子

鈴
木　
　

享

青
山　

英
朗

小
関　

衛
治

佐
藤　

俊
晴

長
岡　

力
男

第
30
回

佐
藤　

眞
治

粟
野　

俊
秀

第
31
回

三
浦　
　

薫

石
山　

廣
昭

杉
山　

洋
子

杉
山　

康
則

髙
橋　

幹
則

荻　
　
　

伸

高
木　

良
子

羽
角　

克
之

第
32
回

悪
原　

明
美

土
屋　

晴
美

髙
橋
善
一
郎

落
合
喜
志
雄

近
藤　

敏
光

齋
藤　

利
美

佐
藤　

良
男

武
田　

淳
子

佐
藤　

郁
子

第
33
回

市
村　

昭
一

佐
藤　

佳
子

諏
訪　

洋
子

第
34
回

阿
部　

征
彦

今
田
の
り
子

工
藤　
　

哲

佐
藤　

裕
恒

山
口　

秀
治

第
36
回

高
橋　

利
明

半
田　

明
美

窪
田　

篤
人

第
37
回

垂
石　

晃
二

新
井　

恵
子

第
38
回

清
野　
　

開

鈴
木　

照
一

第
39
回

三
品　

貴
裕

栗
原　

光
生

推
名
志
津
子

秋
田　

雅
人

第
40
回

槇　

ふ
み
え

稲
毛　

宏
史

齊
藤　

幸
信

第
41
回

大
泉　

信
一

木
村　

泰
大

第
42
回

長
嶋　

英
俊

第
43
回

佐
藤　

正
敏

井
上　

和
行

大
滝　

聡
志

野
々
村
則
夫

山
川　

美
香

第
44
回

齋
藤　

直
希

石
山　

茂
利

第
45
回

佐
藤　
　

亮

伊
豆
田
弘
樹

第
46
回

鈴
木　
　

聡

第
47
回

成
澤
健
一
郎

第
52
回

伊
藤　
　

豊

第
53
回

大
津
加　

昂

第
55
回

會
田　

康
仁

第
57
回

小
田
嶋
亜
季

山
路　

一
哉

第
58
回

東　
　

怜
鹿

第
59
回

梁
川　

裕
平

片
桐　

夏
海

第
62
回

榊　
　

法
盡

武
田
竜
太
郎

第
64
回

村
山　

綾
香

國
井　

美
奈

竹
村　
　

萌

第
65
回

村
岡
絵
梨
花

第
66
回

一
戸
誠
太
郎

第
67
回

佐
藤　

心
晴

第
68
回

一
戸　

大
地

住
石
加
寿
己

第
70
回

清
野　

優
矢

髙
橋　

真
弓

髙
橋　

岳
大

第
71
回

秋
田　

玲
菜

第
72
回

菅
原　

颯
斗

第
73
回

太
田　

大
和

東
海
林
寛
右

第
75
回

佐
貝　
　

誠

�

（
計
１
９
2
名
）

※万が一誤字・脱字、お名前が記載されていない方は、お知らせ下さい。

編

集

後

記

【
Ｙ
・
Ｔ
】
母
校
の
後
輩
の
活
躍
に
一
喜
一

憂
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
も
卒
業
か
ら
半
世

紀
を
経
て
今
年
は
古
希
の
同
期
会
で
す
。
ま

す
ま
す
頑
張
ら
ね
ば
。

【
Ｒ
・
Ｎ
】
松
山
校
舎
と
千
歳
山
を
見
て
、

懐
か
し
い
と
思
わ
れ
た
方
は
多
く
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
９
月
の
総
会
で
、
旧
友
と
当

時
の
思
い
出
を
大
い
に
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

【
Ｙ
・
Ｓ
】
日
本
で
は
６
回
目
・
20
年
ぶ
り

の
万
博
「
大
阪
万
博
」
が
開
催
中
で
す
ね
。

初
開
催
か
ら
55
年
が
経
過
し
時
代
や
社
会
が

変
わ
っ
て
も
、
多
様
な
価
値
観
の
交
流
と
国

際
融
和
の
牽
引
を
期
待
し
て
ま
す
。

【
Ｅ
・
Ｏ
】
少
子
化
で
高
校
の
再
編
が
話
題

に
な
っ
て
い
る
昨
今
。
山
形
中
央
高
校
の
歴

史
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
た
め
に
も
、
80
周
年

記
念
事
業
を
成
功
さ
せ
よ
う
。
そ
し
て
、
特

色
あ
る
高
校
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。

【
Ｊ
Ｍ
Ｋ
Ｔ
】
来
年
（
令
和
8
年
）
は
創
立

80
周
年
記
念
だ
っ
て
伝
え
な
き
ゃ
…
80
周
年

記
念
式
典
で
原
晋
監
督
が
講
演
す
る
っ
て
伝

え
な
き
ゃ
…
80
周
年
記
念
事
業
す
る
に
あ

た
っ
て
経
費
が
か
か
る
っ
て
伝
え
な
き
ゃ
…

み
ん
な
に
伝
え
な
き
ゃ
…

【
Ｃ
・
Ｙ
】
２
月
に
同
窓
会
入
会
式
に
参
列

さ
せ
て
頂
い
た
時
、
母
校
の
後
輩
達
の
屈
託

の
無
い
笑
顔
、
イ
キ
イ
キ
と
し
た
輝
く
瞳
を

目
に
し
、『
気
球
に
乗
っ
て
ど
こ
ま
で
も
』

の
歌
詞
が
浮
か
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
年

の
会
報
誌
の
裏
表
紙
は
、
気
球
に
乗
っ
た
後

輩
達
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し

た
。
全
て
の
若
者
達
の
将
来
に
、
幸
あ
れ
と
、

願
っ
て
い
ま
す
。

※�

「Ryoyu

」
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

は
僚
友
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

「
維
持
会
費
」
納
入
の
お
願
い

　

令
和
７
年
度
運
営
費
の
納
入
に
引
き
続
き
ご
協
力
く

だ
さ
い
。『
創
立
80
周
年
記
念
事
業
』
に
も
充
当
し
ま

す
。
同
封
の
振
込
用
紙
で
、
郵
便
局
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ

で
納
入
願
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
維
持
会
費
協
力
者
191
名

（
令
和
６
年
４
月
～
令
和
７
年
３
月
ま
で
）

感謝

　令和７年８月１日 （10）　



大規模なご宴席から少人数様での

パーティまで幅広く対応できます

○結婚式

○会議・セミナー

○創立記念式典

○落成式・祝賀会

○結納・法事

○賀詞交歓会

○商品展示会

○歓送迎会

○卒業祝賀会

○初節句

○年祝い

　　　　など

令和７年８月１日　　（11）



校舎

山形中央高等学校
僚友同窓会総会実行委員会

問い合わせ・申込み先

●卒業してから５年目、 73回（令和３年）卒の方を無料
ご招待いたします。

　（出席される方は実行委員会までご連絡ください）

TEL：023－641－7311・7312（中央高 担当：伊藤）
携帯：080－1674－1356

●チケット8,000円　
　参加者受付中（締切り8月29日㈮）
●総会の担当幹事学年は、
　61回・48回・37回卒の３学年です。
（平21）（平8）（昭60）

野球場応援 松山旧校舎 千歳山 日本一の芋煮会フェスティバル

当日券は
ございません

要予約

　お楽しみ抽選会を開催！

　令和７年８月１日 （12）　


